
 

企企業業とと生生物物多多様様性性セセミミナナーー  

- 第２回 生物多様性とマーケティング – 

“生物多様性”は聞き慣れない言葉かも知れませんが、企業のマーケティングチャンスにも、

企業存続の危機を招くリスクにもなりえます。生物多様性について、勉強してみませんか。 

 日時：2010 年２２２月月月 111 日日日（月） 14:30～16:30 
 場所：千千千葉葉葉県県県教教教育育育会会会館館館 203 会議室 [千葉市中央区中央 4-13-10] 

        ※次頁に地図があります。 

 主催：千葉県環境生活部自然保護課 [千葉市中央区市場町１‐１] 

 共催：千葉県環境保全協議会・千葉県経済協議会（予定） 

 対象：県内に工場・事業所がある企業 １００名（参加無料） 

 申込･問合：事前申込制 千葉県自然保護課（担当：音谷）宛てに、下記申込書

の内容を記載の上、メール又は Fax で 1/25 までに申込下さい。 

  ℡ ０４３（２２３）２９５７ Fax ０４３（２２５）１６３０  Email hogo10@mz.pref.chiba.lg.jp 
 

◇講演１ “人々の活動と生物多様性”             (講演時間：３０分) 

千葉県生物多様性センター 主査 斎木健一 

2009年3月、千葉県レッドデータブック植物・菌類編2009が出版されました。そこには、外来種の侵

入、環境悪化、耕作放棄など様々な原因により危機に瀕している植物の姿が示されています。 

一方で、このレッドデータブックを作るために協力いただいた200人近い方々のお名前も掲載されてい

ます。講演では野生植物の厳しい実態とともに、これからも、さらに盛り上がっていくであろう保全

活動についてもご紹介いたします。千葉県の生物多様性を守っていく活動に企業の皆様が参加するた

めのヒントを見つけていただければと思います。 

◇講演２ “生物多様性とマーケティング”         （講演時間：６０分） 

生物多様性条約市民ネットワーク 生態系と生物多様性の経済学 WG 長 

服 部 徹氏（特定非営利活動法人アースデイ・エブリデイ） 

※ 講演内容は次頁をご覧下さい。 

 

切り取らずこのまま FAX して下さい 

FAX:043（225）1630     第２回 企業と生物多様性セミナー申込書（2 月１日開催） 

会社名  業種  

連絡先 ℡               E-mail 

参加者の 

所属・職・

氏名 

                                 

                                 

                                 



6人に1人が、

生物多様性に配慮した商品に関心がある

生物多様性を配慮している商品を購入したり・投資を行ったり・募金をするなど、／自ら
のお金を使うことに対して、以下のいずれのスタンスが最も近いと考えますか。

3 4

特定非営利活動法人アースデイ・エブリデイ 2009

n %
全体 30313 100.0
挑戦派：　すでに、自然や生物多様性の保全のために寄
付や投資・活動などを積極的にお金を使って、社会を変
えようと挑戦している。

776 2.6

率先派：　良い機会があれば、率先してお金を使って、
がんばっている企業やNGOを応援し、世論や市場を導き
たいと思う。

4313 14.2

現実派：　世論も動き出し、具体的で現実的な手段や方
法が整ったら、比較的早めにお金を出そうと思う

12190 40.2

保守派：　世論が熟し、多くの友達から誘われたらお金
を出さないことはないと思う

8574 28.3

否定派：　自分のお金を使うつもりはない 4460 14.7

Business and biodiversity in Chiba 

●生生生物物物多多多様様様性性性とととマママーーーケケケテテティィィンンングググ:::服服服部部部徹徹徹氏氏氏（特定非営利活動法人 アースデイ･エブリデイ） 

 2010年10 月に名古屋で開催される生物多様性条約 COP10（約 192 カ国が加盟している国際条約の

第 10 回目の締約国会議）でのひとつの重要なテーマが｢ビジネスと生物多様性｣です。 

世界でビジネスと生物多様性を考える際の教科書となってゆく「生態系と生物多様性の経済学

（TEEB）」の内容をご説明して頂きます。さらに、生物多様性について、多くの日本の都市生活者

がどのような認識・行動及び潜在市場を持っているのかを、毎年インターネットアンケートにより

所属ＮＰＯで調査した結果をご紹介してもらい、生物多様性に配慮した商品企画やプロモーション

のヒントについて講演して頂きます。 
 

 

 

<徒歩>JR 千葉駅(20 分) 

JR 本千葉駅(12 分) 

京成千葉中央(12 分) 

モノレール葭川駅(6 分) 

<バス>JR 千葉駅から 

中央４丁目(白旗行)下車 

<車>車でお越しの方は、“県庁立体

駐車場”に停めていただき、駐車券

を会場までお持ち下さい。 

※できるだけ公共交通機関を御利用下さい 

ここ 


